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［調査報告］パピルス 66 番 1
ヨハネ福音書の写本
 伊藤明生
（東京基督教大学大学院教授）
概要
　パピルス 66 番は、元来ヨハネの福音書の本文全体を収録した写本であった。78
葉（folio）で 156 頁におよぶ、パピルス素材のコデックスで、通常は紀元 200 年
頃に作成されたと年代設定されている 2 が、異論はある。本稿では作成年代を巡る
議論の詳細を取り扱うことは差し控えたい。古代の写本の作成年代は、写本の字体
を根拠にして定められるので、多くの場合に議論の余地は大いにある 3。ヨハネ福音
1　本報告を書き上げるに際して参考にした一次資料は、KarlJarosetal.eds.,Das Neue 
Testament nach dem Ältesten Griechischen Handschriften(Ruhpolding:VerlagFranz
PhilippRutzen:RuhpoldingundMainz/WienundWürzburg:EchterVerlag,2006);
JeanZumstein,Évangile Selon Jean (Paris:PressesUniversitairesdeFrance,2008)。
Editioprinceps で あ る VictorMartin,Papyrus Bodmer II: Évangile de Jean chap. 
1–14 (Cologny-Geneve:BibliothequeBodmer,1956);VictorMartin,Papyrus Bodmer 
II: Supplément Évangile de Jean chap. 14–21(Cologny-Geneve:BibliothequeBodmer,
1958) も参照した。ボドメール・パピルスが蛭沼寿雄著『新約本文のパピルス』で一切取り扱
われていないことは、残念なことである。
2　Martin, Papyrus Bodmer II: Évangile de Jean chap. 1–14,17;JamesR.Royse,Scribal 
Habits in Early Greek New Testament Papyri (Leiden:Brill,2008),399. そ の 他 で は
PhilipW.ComfortandDavidP.Barrett は 2 世紀半ば（The Text of the Earliest New 
Testament Greek Manuscripts［ACorrectedandEnlargeded.;Wheaton,Tyndale
HousePress,2001］，379）、EricG.Turnerは 200 年から 250 年（The Typology of the 
Early Codex [UniversityofPennsylvaniaPress,1977]),66;P. J.Parsons (ed.)Greek 
Manuscripts of the Ancient World(2ndenlargeded.;BulletinSupplement46;Institute
ofClassicalStudies:London,1987),108.
3　詳細は、BrentNongbri,“TheLimitsofPalaeographicDatingofLiteraryPapyri:Some
ObservationsontheDateandProvenanceofP.BodmerII(P66)”Museum Heleveticum
71 (2014)1–35;DonBarker,“TheDatingofNewTestamentPapyri”New Testament
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書 1 章 1 節から 14 章 26 節まで（1 頁から 108 頁まで）は、6 章 11 節から 35 節
までを収録したと思われる 2 葉（35 頁から 38 頁）を除いては、良好な保存状態で
ある。保存状態は良好とは言い難いが、109 頁から 152 頁（ヨハネ福音書 14 章 29
節から 21 章 9 節まで）も現存する 4。当初は箇所を特定できない断片が 39 もあった
が、そのうち 13 は、その後、箇所を特定することができた。ヨハネ福音書 19 章
のうち 2 葉がケルン・パピルス（所蔵目録番号 4274/4298）として所蔵され 5、1 葉
がダブリンのチェスター・ビーティー図書館に所蔵されている（チェスター・ビー
ティー聖書パピルス 19 番）6 が、パピルス 66 番の残り大部分はジュネーヴ郊外のコ
ロニー（Cologny）にあるボドメール図書館に所蔵され、ボドメール・パピルス 2
番として登録されている。ボドメール図書館は、愛書家として世界的に有名であっ
たマルタン・ボドメールが長年収集した蔵書を収めるためにボドメール財団が故ボ
ドメールの私邸を改築して創設された。
　ボドメール聖書パピルスは、ナグ・ハマディ文書が発見された七年後に近隣のデ
ィシュナ平原で発見された。ディシュナは、ナイル川の右岸で、パノポリスとテー
バイ（今のルクソール）との中間に位置する。ナグ・ハマディ文書は、1945 年にナグ・
ハマディ近くのチェノボスキオンの真北のジャバル・アル - タリフで見出された。
文書の発見が最初に報告された町であるナグ・ハマディが文書の名称となった。ボ
ドメール・パピルスは、1952 年にディシュナ平原の真北で、ジャバル・アル - タ
リフの東 12 キロメートルに位置するジャバル・アブ・マナで発見された。これら
の文書は、パコミウス修道院の図書館の蔵書の一部であったと想定されている。ジ
ャバル・アブ・マナから数キロメートルの範囲内にあるフォー・オイブリには、パ
コミウス修道院のバシリカ様式の建物の遺跡が残っている7。ただし修道院の創設は
Studies57(2011),571–82を参照のこと。
4　153 頁と 154 頁は、頁番号の部分だけ見つかっている。
5　MichaelGronewald,“JohannesevangeliumKap. 19,11–18; 13–15; 18–20; 23–24” in
Köln Papyri (P. Köln) 5, ed.MichaelGronewald,KlausMaresch, andWolfgang
Schäfer (AbhandlungenderRheinisch-WestfälischenAkademiederWissenschaften,
PapyrologicaColoniensia,Sonderreihe7;Opladen:WestdeutscherVerlag,1985),73–76.
（上記に掲載の写真はプレート７）
6　139 頁から 140 頁の一部で、ヨハネ福音書 19 章 25 節から 28 節、31 節から 32 節。
7　詳細は、JamesM.Robinson,The Story of Bodmer Papyri: From the First Monasterys’ 
Library to Upper Egypt to Geneva and Dublin(CascadeBooks,Eugene:2011) を参照の
こと。
p82-109伊藤.indd   83 2018/02/28   23:10
パピルス66番
84
紀元 4 世紀以前に遡ることはないので、別の場所で作成されたコデックスがパコミ
ウス修道院に持ち込まれたことになる。それより前の詳細は不明のままである。
コデックスの詳細
パピルス66番のコデックスの一頁分のパピルスの大きさは、縦162㎜×横142㎜で、
欄外余白は内側が 12㎜で外側が 25㎜であるとヴィクトール・マルタンは報告して
いる 8。頁に収められた行数と一行当たりの文字数を一部抽出してみたものは、以下
のとおりである。
　　頁  行数　　　　　行毎の平均文字数
　　1 頁　　 25 行 9　　 28.2 文字 10
　　2 頁　　　 23 行　　　　　 26.9 文字
　　10 頁　　 19 行　　　　　 23.52 文字
　　20 頁　　 22 行　　　　　24.5 文字
　　25 頁　　 20 行　　　　　 25.05 文字
　　26 頁　　 19 行　　　　　　21.47 文字
　　39 頁　　 23 行　　　　　　23.91 文字
　　40 頁　　 21 行　　　　　　25.61 文字
　　50 頁　　 19 行　　　　　　26.05 文字
　　60 頁　　 21 行　　　　　　24.619 文字
　　80 頁　　 17 行　　　　　24.29 文字
　　95 頁　　　 15 行　　　　　　23.6 文字
　　105 頁　　　 16 行　　　　　 23.5 文字
因みに、行数を数えることができる頁の行数の平均値は、18.1 行であった。上記
した抽出した結果から、写本の紙面に余裕を感じながら写字生は書写して行ったよ
8　Martin,Papyrus Bodmer II: Évangile de Jean chap. 1–14,10.原物を見て確認することは
できていない。
9　EricTurner は 26 行とするが、書名を記入した行を数えているのかもしれない（The 
Typology of the Early Codex,86)。
10　尚、7行目は右側に大部の余白を残してあるので、平均値算出に際して計算に入れてない。
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うに見受けられる。徐々に文字を大きくして行って、頁毎の行数も行毎の文字数も
徐々に減らして行くような一貫性は必ずしも認められないが、大雑把な傾向として
は認めることができる。ただパピルス 66 番の写字生は、几帳面で同じ頁では文字
の大きさが大きく変わることはない。例えば、パピルス 46 番では、頁の上方の文
字に比べると下方の文字の方が小さくなっていたり、同じ行でも左端よりも右端の
文字の方が小さくなっていたりする。ところが、パピルス 66 番では、同一の頁では、
ほぼ同じ大きさの文字が並んでいる。全体的に文字も比較的大きく、各頁のレイア
ウトにも余裕があって読みやすいことから個人で読書することを目的とした写本と
いうよりも朗読に適した写本であったと思われる。
　本コデックスの構造は複雑なものである。例えば、パピルス 45 番は、どこを開
いても、見開きの頁の繊維の向きが同じとなるのに対して、パピルス 46 番は、繊
維の向きが交互に頁毎に入れ替わることが確認できている。パピルス 45 番の場合
には、二頁分の大きさのパピルス紙を一枚一枚二つ折りにしたものを重ねて綴じた
のに対して、パピルス 46 番の場合には、二頁分の大きさのパピルス紙を全部重ね
てから二つ折りして作成したものである。そういう観点からは、各頁のパピルス紙
の繊維の向きが縦であるか横であるかが重要となってくる。
　パピルス 66 番の場合には、1 頁目の繊維の向きが縦で（つまり「裏（verso）」）、
見開きの頁の繊維の向きは、少なくとも 34 頁まで同じである。35 頁から 38 頁ま
では現存しないが、その後 39 頁の繊維は「横（recto）」で表であるが、その後は
見開きの頁の繊維の向きは同じである。具体的に言えば、2 頁と 3 頁は表（recto）
で、4 頁と 5 頁は裏（verso）である。ところが、110 頁は表（recto）で 111 頁は
裏（verso）でパピルス紙の繊維の向きが異なるが、112 頁と 113 頁のパピルス紙
の繊維の向きはどちらも横で、同じく表（recto）である。114 頁は裏（verso）で、
115 頁は表（recto）でまた食い違っている。ところが、116 頁から 125 頁までは
見開きの頁の繊維の向きが同じであるが、再び 126 頁と 127 頁では異なっている。
以上のように繊維の向きが不規則であることからも、コデックスの構造が複雑であ
ったことが容易に想像できる。
　ヴィクトール・マルタンは、パピルス 66 番の構造を次のように想定している 11。
　　1 帖　5 枚（=10 葉 =20 頁）元来の 1 葉目は失われている １頁から 18 頁
11　Martin,Papyrus Bodmer II: Évangile de Jean chap. 1–14,10–11.
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　　2 帖　4 枚（=8 葉 =16 頁） 19 頁から 34 頁
　　3 帖　1 枚（=2 葉 =4 頁）今は失われている 35 頁から 38 頁
　　4 帖　5 枚（=10 葉 =20 頁） 39 頁から 58 頁
　　5 帖　5 枚（=10 葉 =20 頁） 59 頁から 78 頁
　　6 帖　8 枚（16 葉 =32 頁） 79 頁から 112 頁
ところが、本コデックスの写真を注意深く見ると、帖サインが元来の各帖綴じの右
上角に記載されていたが、切除されていることがわかる。17 頁には頁数の表示の
すぐ脇に >B< と復元することができる跡が確かに残っている。77 頁では何と書
いてあるか定かに判別はできないが、R･ カッサーはε（エプシロン）であったと
想定して、コデックス全体の構造を以下のように復元することを提案している。
      頁と頁の間の保護カバー
　　1 帖　4 枚（=8 葉 =16 頁）　　 1 頁から 16 頁 8 頁から 9 頁
　　2 帖　5 枚（=10 葉 =20 頁）　　17 頁から 36 頁 26 頁から 27 頁
　　　　　　　最後の葉（35 頁 36 頁）は失われている
　　3 帖　7 枚（=14 葉 =28 頁）　　37 頁から 60 頁 48 頁から 49 頁
　　　　　　　最初の葉（37 頁 38 頁）は失われている
　　4 帖　4 枚（=8 葉 =16 頁）　　 61 頁から 76 頁 68 頁から 69 頁
　　5 帖　9 枚 ?（=18 葉 =36 頁）　 77 頁から 112 頁 94 頁から 95 頁
　　6 帖　4 枚（=8 葉 =16 頁）　　 113 頁から 128 頁　　　　 ない
　　7 帖　4 枚（=8 葉 =16 頁）　　 129 頁から 144 頁　　　　 ない
　　8 帖　4 枚（=8 葉 =16 頁）　　 145 頁から 158 頁 12　　 ない
16 頁の右端と 17 頁の左端、そして 60 頁の右端と 61 頁の左端、76 頁の右端と 77
頁の左端には、綴じ目を外側から守るために貼付された羊皮紙の端切れと思われる
ものを写真から認めることができる 13。また、ケルン・パピルス 4274/4298 は、135
頁から 138 頁に渡る断片であるが、表側（recto）は左側が 136 頁、右側が 137 頁
で、裏（verso）は左側が 138 頁、右側が 135 頁の１葉である。上記の復元による
12　以上は EricG.Turner, The Typology of the Early Codex,70 で紹介されているＲ .
Kasser の見解。
13　筆者がｅメールで問い合わせたのに答えて BrentNongbriが親切に指摘してくださった。
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と、7 帖の真ん中に位置していたことになるので、上記のコデックスの構造復元が
正しいことが傍証される。
　以上のように本コデックスが複雑な構造であるので、ヨハネ福音書の本文全部を
収め切るためにはどのような大きさの文字で各頁に何行を収めることが妥当である
か写字生は、なかなか判断しかねたために各頁の行数や行毎の文字数などにバラツ
キが生じたことは想像に難くない。しかし、そもそも、これほどまでに複雑な構造
に本コデックスが作成された理由は何であろうか。複数のコデックスが作成されて
いて、それをまとめて一冊のコデックスに綴じた可能性もある。全く異なる目的の
ために作成されたコデックスを再利用した結果かもしれないが、あるいは未熟な写
字生がヨハネ福音書の本文全体を収めるに適切な大きさのコデックスを作成する際
に試行錯誤を繰り返した結果かもしれない。
訂正 14
　パピルス 66 番に見出されるもっとも顕著な特徴は、訂正が多いことである。あ
る特定の箇所に訂正を見出すかどうかは、最終的には解読者の判断にかかってい
るので、訂正の厳密な数については研究者によって千差万別ではある 15。概数で400
前後の訂正が数えられるので、平均すると各頁に二、三の訂正がある計算になる。
訂正が多いということは、そもそも写字する際に間違いが多かったと理解すること
もできる一方で、一旦写字した本文を注意深く確認して、その結果、正確な本文を
残すことができたことも意味する 16。このような理由から、単純に訂正が多いこと
14　パピルス 66 番の本文に数多く訂正した訂正者が複数いた、と想定する学者もいる（Karyn
Berner,“PapyrusBodmerII,P66:AReevaluationoftheCorrectorsandCorrections”
Master’sthesis,WheatonCollege,1993;ComfortandBarrett,The Text of the Earliest 
New Testament Greek Manuscripts,384–87 が、当方には区別がつかないので、同一の訂正
者の手に負っていると本稿では想定している。
15　BruceMetzgerandBartEhrman (The Text of the New Testament [Oxford:Oxford
UniversityPress,2005],57）には「およそ 440の変更（about440alterations）」、Gordon
Fee（Papyrus Bodmer II[SaltLakeCity:UniversityofUtahPress,1968],57）による
と「ほぼ 450（approximately450）」で、JamesRoyseは 465の訂正を数えている（Scribal 
Habits,409）
16　実際、JamesRoyseは、パピルス 66番の本文は結果的に新約聖書の初期パピルス写本と比べ
ると間違いが一番少ない写本であることを数値的にも示している。（Scribal Habits,495）
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だけから写字生が写字した仕事やパピルス 66 番の本文の質について一概に判断す
ることは避けなければならない。より包括的に検討することが必要である。以下に
先ず、本パピルス写本に見られる訂正の仕方を見ることにする。その上で、訂正を
分類して詳細に見ていくことにする。写字生が行った訂正は、一言で言えば、書き
漏らしたものを書き加えたか、余分に書いたものを削除したか、という加除である。
後は、加除の分量に応じて、訂正の加除を頁のどこのスペースを利用するかが異な
ってくる。写字している最中に間違いに気が付いたので、写字の途中で消したり、
加えたりしたことがわかる訂正もある。確かにパピルス 66 番に見出される訂正の
数は膨大であるが、綴りなどの書き損じの単純ミスを訂正したものが大部分である。
　訂正の分類は容易くない。以下ではジェームズ・ロイズの分類に従って 17、先ず
写字生自らが写字しながら（inscribendo）、気が付いて訂正したと思われる箇所
を見る。そして、些細な間違いの訂正を見た上で、意味があると思われる訂正を見
ていく。最後に、訂正した結果の本文が独自の読みとなっている箇所をはじめ、複
数の底本を参考にして訂正した可能性について探ることにする。
1　写字しながら（in scribendo）訂正したと思われる箇所
　1 頁目 15 行目（1 章 9 節）は tizeipanta anqrwponercomenon と読
み取ることができる。そして、panta と anqrwpon の間の余白に消えかかっ
た n がかろうじて認めることができる。たぶん写字生は、最初 haplography（底
本に二つあったαを一つしか書かない）の間違いをして pantan(qrwpon) と
書いたところで間違いに気がついて、その後に anqrwpon と書いて、n を消し
た（消しきれなかった）ものと思われる。
　2 頁 5 行目（１章 15 節）で写字生は、kekragen と書くべきところに ke を
省略して kra 書いたようである。これは、直前の単語である接続詞 kai の発音が
同じために 18、発音上の haplography を犯したものと思われる。ρを（不完全に）
消して、αをεに書き直して、その後に kragen と記している。
17　JamesRoyse,Scribal Habits,422-90.ロイズに負っている部分が大きいが、個々の箇所には
あたった上で、確認できたものについてのみ本稿では扱い、ロイズが数え落としているものを
加えている場合もあるので、ロイズの計算とは少し異なっている。パピルス 66 番の後半部分
で破損が多い箇所では、ロイズが指摘する訂正が確認できないことも多々あった。
18　ヘレニズム時代のギリシア語では、発音上二重母音が区別されなくなり、ai もアイではなくエ
と発音されることが普通になり、発音上 e と区別がつかなくなっていた。
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　11 頁の一番下の 20 行目（3 章 2 節）の終わりに outos と書いて消した痕跡
が残っている。12 頁 1 行目の冒頭に改めて outos と書き記してある。写字生が、
一番下の行の終わりから新しい文を始めることは不適切だと判断して、一度は記し
た outos を消して、行末に余白を残して、新しい頁の 1 行目から文を始めるよ
うにしたと思われる。
　12 頁 7 行目（3 章 3 節）でヨハネ福音書に頻繁に見られる表現に影響されて、
amhnamhnlegwumin と書いた直後に間違いに気付いて、umin（2 人称複数与
格）を消して即座に soi（2 人称単数与格）と正しく書いている。
　13 頁 2 行目（3 章 8 節）で写字生は、略記のノミナ・サクラではなくフルに
pneuma を書こうとして、pneu まで書いて間違いに気がついて eu を消して
横に a を記して上に横線を引いている。その結果は、ノーメン・サクルム pn  a
であるが、εとυの消し方が不完全なためにνとαの間にかろうじてεとυを読み
取ることができる。
　14 頁 5 行目（3 章 16 節）は onoutwsgarh・gap hsenoqs と読み取る
ことができる。ヨハネ福音書に頻出するためか、写字生は、hgapa と未完了時制
を当初書いたが、αを消して、その空白を残したままで横にアオリスト時制の語尾
hsen を記している。
　16 頁 16 行目（3 章 31 節）で写字生は ekthsghsekthsghsestin まで書
いた後に、もう一度目が戻ってしまい、own(ekthsghsekthsghsestin)
と同じ文を繰り返すところであったが、ownekt まで書いたところで間違いに
気が付いて 16 行目の行末の wn を消して ths ではなく本来の tououranou
と続けている。二つの文の間に入るべき部分（kaiekthsghslalei）に挿入の
目印を付けて、下方欄外に加えている。
　17 頁 20 行目（4 章 5 節）の行末には、写字生の目が移ったために、iakwb で
はなく次の行の iwshf と書きそうになったが、iw まで書いたところで気がつき、
w を a に訂正して残りの kwb を書いたものと思われる。ここでは当初書いた w
を消しつつ、文字輪郭を活用して a に変更した結果、太めのαになっている。
　18 頁 18 行目（4 章 11 節）の行末に最初写字生は前節の eipenauth に影響さ
れたか、次の単語に影響されたかして legeiauth と書いて、間違いに気がつき、
ηを塗り潰して隣にωを書いている。ただし、この訂正は、写字しながらの訂正で
はなく、写字終了後の訂正であったかもしれない。行末であるために、ηを塗り潰
した右に書き加えられているωが心持ち小さい。
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　20 頁 10 行目（4 章 21 節）で outeen の後にヨハネ福音書で頻出する
kosmw と写字生は書きそうになるが、kosmw のοをそのまま利用して、ori
と訂正して、ωの上からτに書き換えている 19。κはまだ十分に読み取ることがで
きる。
　20 頁 20 行目（4 章 23 節）では、同じ節の proskunhsousin の後にある与
格 twpri に影響されたためか、分詞 proskunoutas20 の目的語も autw と
人称代名詞の与格を書いたところ、間違いに気がついて auton と対格に訂正し
ている。この訂正も写字しながらではなく、書写終了後の訂正であったかもしれな
い。
　21 頁 13 行目（4 章 29 節）で写字生は最初 idete と書いてから、語末のεを
消してαιとイ化した綴りに「訂正」している。
　24 頁 14 行から 15 行にかけて（4 章 48 節）で、写字生は最初 pro で 14 行目
を終えて、次の行の冒頭に語末の s を書いているが、気が変わって 15 行目冒頭の
s を消して 15 行目の終わりに s を加えている。
　26 頁 16 行目（5 章 9 節）で写字生の目が 8 節の kaiperipatei から 9 節の
kaiperipatei に移ったので、節の冒頭に hnde と写字するが、間違いに気付い
て hnde を消して kaieuqews と横に書いて続けている。
　27 頁 1 行から 2 行にかけて（5 章 10 節）写字生は elegonoun と書いた後に
目が先の exestinsoi に移って soi と写字したが、間違いに気付いて s を消し
て ioudaioi と続けている。
　27 頁 19 行目から 28 頁 1 行目（5 章 16 節）で写字生は、最初 19 行目の行の終
わりに kaidiato と書くが、気が変わって to を消して、次の 28 頁の 1 行目冒
頭に touto と改めて書いている。
　30 頁 6 行目（5 章 28 節）で写字生は entherhmw と書写して（1 章 23 節の
fwnhbowntosentherhmw の影響か）間違いに気がついて、先ず en の
左脇に oi を加えている。そして、ent を残して her を ois に書き直して、η
を消してμは生かしてωをνに書き直して hmeiois と書いて、結果 entois 
mnhmeiois を完成している。
19　orei が本来の綴りであるが、ei もヘレニズム時代にはエイと発音しないでイと発音すること
が普通であったので、発音通りに ori と綴られている。
20　正しい綴りは proskunountas で、νが抜けているパピルス 66番の綴りは正しくないが、
そのまま用いた。
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　31 頁 13 行目（5 章 36 節）で写字生の目が dedwken から apestalken
まで移ったために kai と書こうとしてκを書いた時点で間違いに気付いてκを消
して、dedwken の続きの moi に進んでいる。
　33 頁 19 行目（6 章 5 節）で写字生はイ化した綴りである ercete を
ercetai と訂正している。
　34 頁 6 行目（6 章 7 節）で（たぶん oukarkousin の影響で）autou と書
いたようであるが、即座にυを消してισと続けて autois に訂正している。
　34 頁 19 行目（6 章 11 節）で eucarithsas の最後のσを二つ書いたが、即
座に後のσをεに書き直して edw|ken の冒頭のεに訂正している。
　42 頁 7 行目（6 章 60 節）で写字生が当初書き記した文字を判読することは
困難である。たぶん twnmaqhtwn（あるいは oimaqhtai）と書いたとこ
ろ即座に間違いに気付いて、akousantesek と書き直して、次行の冒頭に
twnmaqhwneipon と続けて書写している。
　42 頁 16 行目（6 章 63 節）で写字生は pneuma と書こうとして pneu まで書
いた時点でノーメン・サクルムであることに気付いて、eu を a に書き直して、上
に横線を引いてノーメン・サクルムに訂正している。13 頁 2 行目（3 章 8 節）を
参照のこと。
　43 頁 1 行目（6 章 64 節）で写字生の目が先に移って umwnoioupisteu
ではなく、umwnoimhpisteu と写字して、次の行の冒頭σで始めて
pisteusantes と書こうとしていたようである。しかし、間違いに気付い
て写字生は、先ず mh を消して ou と書き直して、次の行の冒頭のσも消して
pieteu ousin と直している。
　45 頁 4 行目（7 章 8 節）では、umeis を書いた後に目が次行に移ったようで、
anabainw と書こうとして anaba まで書いて間違いに気付いて、αをηに訂正
している。
　49 頁 6 行目（7 章 33 節）は複雑である。当初、写字生は前の行の最後に
proston と書いて 6 行で me と書いて、その後 pemyanta と続けようと
していた。そこで語順の間違いに気付いて、6 行冒頭に書いた me を生かして
pemyanta と訂正するためにεを消して、μの左にπを書き加えて、πとμの間、
上方にεを書き込んでいる。その際、最初、なぜか yynta と書いて、二つ目の
y を a にかきなおしている。以上の結果が、pem yantame であるが、冒頭のπ
が左側に頭一つ飛び出していることも、前のαの下に不可解な横棒がかろうじて読
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み取ることができることも説明がつく。
　50 頁 18 行目（7 章 44 節）の行末に epebal まで書いて、どこで行を終えるか
気が変わって、λを消して、次の行をλから始めて len と単語を終えている。
　55 頁 1 行目（8 章 28 節）で写字生は、otan を書いた後に目が次の行の
anqrwpou に移ったために、θを書いたが、間違いに気付いた写字生は、θを
消して、その横に uywshtai と書いている。
　56 頁 3 行目（8 章 34 節）で、写字生は前節の apekriqhprosauton に影
響されて、先ず人称代名詞の男性単数形 autw を書いたところ、続ける前に間違
いに気付いて w を oi に書き直して s を加えて複数形 autois に訂正している。
　57 頁 9 行目（8 章 42 節）の訂正はノミナ・サクラを巡る混乱から生じている。
写字生は、qs と書くべきところ us と書き始めようとして、u を書いた時点で間
違いに気付いて、u を消した後に右に qs と続けている。
　57 頁 12 行目（8 章 42 節）で写字生は emautou と書き終えた直後に（11 行
から 12 行にかけて）、目が移って後戻りしてしまい、もう一度 emautou と書
きそうになっている。e と m を書いた時点で間違いに気付いたので、m を消して、
その脇に lhluqa と書いて e lhluqa と書き終えている。
　63 頁 7 行目（9 章 19 節）で、当初写字生は男性単数対格の人称代名詞 auton
を書いたが、先に進む前に間違いに気付いて、νを消して、その横にυとσを書い
て男性複数対格の autous を完成した。
　66 頁 17 行目（9 章 41 節）で、写字生は amartia と格闘している。先ず、最
初の文字である a を二度 aa と書いたが、すぐに間違いに気付いて、前の a を消
して右に m を書いて、amartia を完成しようとした。そこで再び目が元に移って
amam と dittography の間違いを犯している。即座に間違いに気付いた写字
生は、2 つ目の m を消して、その上から r を書いて、続きを書いて amartia を完
成している 21。
　69 頁 10 行目（10 章 15 節）でも写字生の目が前の twn から後の twn に移
ってしまい（twn probatwn）、kaialla と書こうとして ka まで書いていた
ので 2 文字を消して、probatwn を書いている。
　73 頁 4 行目（10 章 37 節）で、写字生は pisteuete を書写する前に moi を
書こうとして m を書いた時点で間違いに気付いて m を消して横に pisteuete22 
21　ロイズは、この箇所の訂正を二つに区別して扱っている（Scribal Habits,429,866）
22　実際には pisteuetai が書写されているが、発音は pisteuete と同じ。
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moi と書写している。
　73 頁 8 行目（10 章 38 節）で写字生は entwpri23 を書くべきところ目が前の
行に移ってしまい、enemoi と書こうとして enem まで書きかけたところで e
を消して正しく twpri を書き直している。
　74 頁 3 行 目（11 章 1 節 ） で 写 字 生 の 目 が 移 っ て 戻 っ た た め に
（mariaskaimarqas）もう一度 marias と書いたところで間違いに気付いてι
を消して心持ち上方にθを書いて marqas と訂正している。
　84 頁 8 行〜 9 行目（12 章 1 節）で、どうやら写字生は ex の e を数字の 5 と誤
解して pente（実際には 8 行目の行末に pe、そして次の行の冒頭に te）と写
字しようとしたが、x を見て、その意味を理解して間違いに気付いた写字生は、9
行目冒頭の te に手を加えて ex と書き直して、前の行の行末の pe は消している。
　89 頁 8 行目（12 章 23 節）で写字生は elhlqen と書こうとして（頻出する
hlqen の影響か）elhl と書いて、q を書きかけの段階で消して横に uqen と
続けた。lとuの間に空白が残り、qの書きかけをかろうじて認めることができる。
　99 頁 13 行目（13 章 19 節）で写字生は oti ではなく ostis と書こうとしたが、
osti まで書いて間違いに気付いて、s を消して続けている。あるいは、ostis
まで書いて前の s は消して、後ろの s は e に書き直したかもしれない。
　100 頁 1 行目（13 章 20 節）で写字生は、たぶん直前（99 頁の一番下の行
で あ る 16 行 目 ） の odeemelambanwn（o de eme lambanwn） に 影 響
さ れ て、tonpemyantame（ton pemyanta me） の 代 わ り に 明 ら か に
tonmepemyanta（ton me pemyanta）と書こうとしていた。ところが、
ton me まで書いた時点で間違いに気付いて、e を消して、ton と m の間の上
方に pe を挿入した。そして、yantame と続けた。49 頁 6 行目（7 章 33 節）
と類似している。
　101頁16行目から102頁1行目（13章32節）で、本文のどこで101頁を終えるか、
写字生は気が変わったようである。一度は写字した kai を消して、102 頁の１行目
から 32 節の冒頭を始めている。写字生は、接続詞 kai を二度書く dittography の
間違いを犯した可能性もある。
　105 頁 9 行目（14 章 10 節）で写字生の目が移って前に戻ったために en を二度
書く dittography を犯した。即座に気付いて、enen の後ろの n を消して、横に
23　pri はノーメン・サクルムで patri の略記。
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emoi の残り moi を書写している。
　105 頁 13 行目（14 章 12 節）24 で写字生が amhnamhn（amhn amhn）と書いて
いるときに、なぜか繰り返す必要はないと二つ目の amhn の amh まで書いた時点
で手を止めて、amh の三つの文字の上に点を書き込んで消した上で、legw と先
を続けた。ところが、後の確認作業中に amhn は 2 回繰り返す必要があることに
気付いて、削除の意味で文字の上に書いた点を消して、語末の n を上方に書き込
んで、二つめの amhn を本文に戻した。
　105 頁 16 行目（14 章 12 節）で写字生の目が移って前に戻ってしまい
（kakeinospoihsikai）、16 行冒頭にもう一度 kakeinos と書こうとして
kake まで書いたときに間違いに気付いて、ka を消して、ke の e を a に書き直
して kai にして、次の mizon を書いている。
　112 頁 10 行目（15 章 10 節）で写字生は、１人称属格の人称代名詞が繰り返さ
れたためか menw の後に mou を書きそうになって m を書いた後に間違いに気
付いて m を消して、autou を書いている。
　113 頁 2 行 目（15 章 13 節 ） で 写 字 生 は、peritwnfilwn（peri twn 
filwn）に影響されて、autw と書いたが、即座に間違いに気付いて autou と
訂正して次に進んでいる。
　119 頁 25（16 章 25 節）で写字生は、prs（patros）を書いた後に目が移って
書写している箇所を見失ったようで前の行の lalhswumein（lalhsw umin）
を再び写字した。そこで間違いに気がついて改めてapaggelwumin（apaggelw 
umin）と続けている。
以上、写字しながら訂正した痕跡を 48 箇所に見出すことができた 26。興味深いこと
に、パピルス 66 番には書写しながらの訂正が一貫して見出されるにも拘わらず、
16 章 25 節以降には、書写しながら訂正した例は見当たらない。写字生が書写し終
えたいという気持ちが強すぎて訂正する手間暇を惜しんだことがひとつ理由として
24　2回の訂正が加えられているので、1単語を省略した間違いを犯した箇所で訂正して付加した
項でも取り挙げている。
25　119 頁は破損が大きく、該当箇所が何行目にあたるか（推測することは可能であるが）不詳で
ある。
26　ロイズは、9章 41節に二つの訂正を見出すので、49 箇所を数えている（Scribal Habits,
429）。
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考えられる。もうひとつには、写本の状態が余りにも断片的で訂正の痕跡を見出す
こと自体が困難となっていることも無関係ではないであろう。
2　書き損じなど些細なミスの訂正
　単なる「イ化」（または「イオータ化」）現象が見出されることから、何百もの単
語を非標準的に（イ化）書きつつも、写字生が正しい綴りで写字しようと綴りを訂
正していることは興味深い。二つ l があるところに一つしか書かなかったり、一
つの l のところに二つ書いたりした間違いを正している。前者は、22 頁 17 行目（4
章 37 節）の allos が該当する。後者は、53 頁 3 行目から 4 行目にかけて（8 章
17 節）の alhqhs です。前項の書写しながらの訂正よりも多い、59 の例が見出
される 27。
　次に、意味が通じない読みが訂正されている箇所が 101 ある。そのうち目が移
って文字を省略した間違いを訂正した箇所は、50 数えることができる 28。1 語以上
の単語を省略した間違いを訂正した箇所は、7つある 29。余分な文字を加えた間違い
を訂正した箇所が 5 つ見つかっている。行末の文字を次の行の冒頭に繰り返す間違
い（dittography）が訂正されている箇所が 2 つある。1 単語以上を繰り返す間違
い（dittography）が訂正されている箇所が 3 つある。その他の無意味な間違いが
訂正されているところは21箇所を数えることができる 30。訂正前の本文が不詳であ
ったり、どのような間違いがあったか定かでなかったりする箇所は 13 数えること
ができる。以上、書き損じなどの訂正は、計 160 を数えることができる。
3　意味ある訂正
　意味ある訂正が施されている箇所には、付加の間違いが訂正された箇所と省略の
間違いが訂正された箇所の両方がある。付加の間違いが訂正された箇所は 12 ある
が、省略の間違いが訂正された箇所は 60 ある。付加の間違いの場合は 1 単語に限
27　ロイズは 61箇所を数えているが、そのうち 19 章 39節と 40 節については確認できなかった
ので、59 箇所となった（Scribal Habits,437–39）
28　ロイズは 52箇所を列挙しているが、そのうち 17章 10節と 26節については確認することが
できなかった。
29　ロイズが指摘している 17章 13節（Scribal Habits,440）は確認できなかった。
30　ロイズは 22箇所を数えている。15章 16節に訂正を認めることはできるが、ここでロイズが
見出したと主張する訂正が定かでないので、数には入れなかった。
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られるが、省略の間違いの場合には 1 単語から 8 単語までの例が見出される。
　付加の間違いが訂正されたうちでもっとも多い付加された語は接続詞である。32
頁 12 行目（5 章 43 節）と 42 頁 17 行目（6 章 63 節）では de、94 頁 8 行目（12
章 45 節）と 100 頁 1 行目（13 章 20 節）と 135 頁 14 行目（19 章 11 節）では
kai、の接続詞がそれぞれ付加されているので、削除するように訂正がなされてい
る。
　冠詞が間違って付加されている箇所は、52 頁 2 行目（7 章 52 節）冒頭の
profhths の前に付加されている冠詞と 72 頁 13 行目（10 書 33 節）の qn（つ
まり qeon）の前に付加された冠詞が削除されている。代名詞が付加されたが、
削除の訂正がなされている箇所が 2 箇所あり（61 頁 7 行目［9 章 8 節］で人称代
名詞と 113 頁 19 行目［15 章 19 節］で指示代名詞）、その他、前置詞（110 頁 31［15
章 3 節］で前置詞 en）と形容詞（120 頁 8 行目［16 章 32 節］で pantes）と
副詞（7 頁 4 行目［1 章 49 節］で alhqws）が間違って付加されたが、削除の
訂正が施されている。
　1 単語が省略されていて訂正で付加されている箇所は 47 箇所ある。冠詞が省略
されていて、訂正で付加された箇所は以下の 10 箇所ある。
11 頁 16 行目（2 章 25 節）
14 頁 16 行目（3 章 19 節）
19 頁 3 行目（4 章 12 節）
30 頁 6 行目（5 章 28 節）
39 頁 22 行目（6 章 42 節）
47 頁 7 行目（7 章 22 節）
127 頁 11 行目（18 章 12 節）
133 頁 14 行目（18 章 40 節）
142 頁断片Ｃ（19 章 39 節）
149 頁断片Ｃ（20 章 30 節）
　接続詞が省略されていて訂正で付加された箇所は以下の 12 箇所ある。
31　断片であるので、行数は不明。
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7 頁 18 行目（2 章 2 節）
15 頁 2 行目（3 章 21 節）
29 頁 2 行目（5 章 22 節）
48 頁 7 行目（7 章 28 節）
58 頁 19 行目（8 章 50 節）
68 頁 1 行目（10 章 7 節）
79 頁 12 行目（11 章 34 節）
84 頁 12 行目（12 章 2 節）
98 頁 16 行目（13 章 15 節）
117 頁 14 行目（16 章 19 節）
118 頁 13 行目（16 章 22 節）
123 頁 15 行目（17 章 19 節）
　代名詞が省略されていて、訂正で付加された箇所は 13 ある。
11 頁 1 行目（2 章 20 節）
31 頁 13 行目（5 章 36 節）
41 頁 6 行目（6 章 52 節）
42 頁 8 行目（6 章 60 節）
58 頁 8 行目（8 章 46 節）
66 頁 10 行目（9 章 39 節）
72 頁 1 行目（10 章 29 節）
74 頁 16 行目（11 章 5 節）
105 頁 16 行目（14 章 12 節）
112 頁 8 行目（15 章 10 節）
114 頁 13 行目（15 章 22 節）32
115 頁 1 行目（15 章 25 節）
125 頁 10 行目（18 章 2 節）
　名詞が省略されていて、訂正で付加されている箇所は 2 つある。
32　判別は難しいが、欠損部分あたりにかろうじて認めることができる。
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79 頁 12 行目（11 章 34 節）
83 頁 10 行目（11 章 54 節）
　動詞が省略されていて、訂正で付加されている箇所は 4 つある 33。
16 頁 17 行目（3 章 31 節）
84 頁 14 行目（12 章 2 節）
133 頁 13 行目（18 章 40 節）
136 頁 14 行目（19 章 15 節）
　前置詞が省略されていて、訂正で加えられている箇所は 4 つある。
45 頁 8 行目（7 章 9 節）
75 頁 1 行目（11 章 6 節）
81 頁 10 行目（11 章 45 節）
122 頁 15 行目（17 章 12 節）
　副詞が省略されていて、訂正で付加されている箇所は 2 つある。
105 頁 8 行目（14 章 10 節）
105 頁 13 行目（14 章 12 節）34
　1 語よりも多くの単語が省略され、付加して訂正された箇所は 14 見出される。
2 語の場合は 2 箇所。
33 頁 10 行目（6 章 1 節）
136 頁 12 行目（19 章 14 節）
33　ロイズは、動詞 ei が 18 章 17 節（128 頁）に訂正で付加されていると言うが、確認できないので、
本稿では数えていない（Scribal Habits,446,874）。
34　写字しながら（inscribendo）の訂正の項も参照のこと。同じ語について 2回訂正されている
ので 2箇所で取り挙げている。
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3 語の場合も 2 箇所。
126 頁 3 行目（18 章 5 節）
136 頁 9 行目（19 章 13 節）35
4 語の箇所は 2 つある。
14 頁 11 行目（3 章 17 節）
139 頁（19 章 28 節）36
5 語の箇所は 2 つある。
39 頁 14 行目（6 章 40 節）37
122 頁 12 行目（17 章 11 節）38
6 語の箇所は 2 つある 39。
43 頁 2 行目（6 章 64 節）
137 頁 4 行目（19 章 17 節）
7 語の箇所は 2 つある。
116 頁（16 章 7 節）40
123 頁 7 行目（17 章 14 節）41
8 語の箇所は 2 箇所である 42。
35　訂正のために付加する 3 語は上方の欄外に記載されている。
36　訂正するために付加される 4 語は下方の欄外に記載されている。
37　上方の欄外に記載されている訂正のために付加される単語は、欠損部分があるために明確に 5
語を確認することはできないが、挿入されるべき単語は 5 と想定できる。
38　122 頁 12行目（17章 11 節）に挿入記号を認めることができるが、訂正で付加する単語の記
載は欠損箇所にあたっている。
39　ロイズは 19 章 5 節に見出せると言う（Scribal Habits,448,874）が、写本の 134 頁は損傷が
激しくて確認できない。
40　訂正する箇所そのものは残存しないが、訂正で付加する部分を記載した上方の欄外部分は残っ
ている。
41　なぜかロイズは 17 章 14 節には言及していないが、該当する箇所である。
42　8 語であるとロイズは主張するが、どちらも破損が激しく単語数までは定かではない。
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122 頁上方欄外（17 章 8 節）
128 頁 4 行目（18 章 15 節）
終わりの方の数章は写本が断片的にしか残存しないにも拘わらず、写字生が書写の
仕事が終わりに近づくにつれて長い省略がより頻繁に起こる傾向が認められる。と
ころが、7 章から 15 章にかけては、1 語よりも多い単語の省略が訂正されている
箇所は見当たらない。実際、6 章では写字生が 1 節と 40 節と 64 節と 3 つの長い
省略を訂正し、16 章から 19 章にかけては長い省略を訂正している箇所が 9 もある。
目が先に移って間の語を省略する間違いが比較的に頻繁に起こったことが確認でき
る。
　長い省略が訂正されている箇所の中には、必ずしも目が移った結果ではなく、長
い省略が生じた箇所があり、興味深い。断片的にしか残っていない最後の 5 章に見
出されることから、さらに長い省略が欠損した部分にあった可能性も想定すること
はできる。省略されても意味が不明瞭にならない句を選んで、写字生が意図的に省
いて本文を縮めようとした結果であるかもしれない。あるいは、速く書写の仕事を
終えたいと写字生の気が急いたために偶発的に生じた省略であったかもしれない。
省略された文字数にある程度の規則性が認められることからも、写字生が先を急ぐ
余り、1 行や 2 行を省略した可能性も否定しきれない。
　10 箇所で語順が訂正されている。2 例を除くと皆 2 語の入れ替えである。
9 頁 4 行目（2 章 11 節）//archn /epoihsen
18 頁 11 行目（4 章 9 節）//aiteis /pein
26 頁 4 行から 5 行（5 章 5 節）//eth /lh43
34 頁 12 行目（6 章 9 節）//ti estin /tauta
61 頁 15 行目（9 章 10 節）
　　　　　sou hnewcqhsan→hnewcqhsan sou
67 頁 10 行から 11 行（10 章 4 節）//ekbalh /panta
103 頁 13 行目（14 章 2 節）//an /eipon
113 頁 10 行目（15 章 16 節）//ina /umas
43　λで 30，ηで 8，合わせて 38のこと。ノミナ・サクラを同じように、上に横線を引くのが習
慣である。
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52 頁 1 行目から 2 行目にかけて（7 章 52 節）44
//ek ths galilaias o /profhths
65 頁 6 行目（9 章 30 節）//kai eipen ･/･o / anos,･/･autois
以上のうち 2 章 11 節と 6 章 9 節と 10 章 4 節では、目が移って生じた間違いを当
初訂正したために語順が入れ替わったのを最終的に訂正した、と考えられる。
9 頁 4 行目（2 章 11 節）tauthn epoihsen archn
34 頁 12 行目（6 章 9 節）alla tauta ti estin
67 頁 10 行から 11 行（10 章 4 節）idia panta ekbalh
　単語が入れ替わっていた間違いを訂正した箇所が 41 ある。先ず、動詞の語形の
間違いが訂正されている箇所が 12 ある。
13 頁 6 行目（3 章 8 節）genhmenos→gegennhmenos
18 頁 3 行目（4 章 6 節）ekaqizeto→ekaqezeto
25 頁 19 行目（5 章 2 節）h estin legomenh→h epi legomenh
55 頁 4 行から 5 行にかけて（8 章 28 節）
　　　　　　edeixen moi→edeidaxen me(i) (edidaxen me)
57 頁 2 行目（8 章 40 節）lelalhken→lelalhka(n)
58 頁 13 行目（8 章 48 節）elegomen→legomen
73 頁 5 行目（10 章 38 節）pisteushtai→pisteu htai
85 頁 5 行目（12 章 3 節）eplhrouto→eplhrwqh
90 頁 6 行目（12 章 26 節）estin→este (estai)
108 頁 6 行目（14 章 23 節）eiseleusomeqa→eleusomeqa
111 頁 14 行目（15 章 7 節）menei→meinh
112 頁 7 行目（15 章 10 節）
　　　　　　thrhtai (thrhte)→thrhshtai (thrhshte)
動詞の語形以外の単語の入れ替え間違いが訂正されている箇所は 29 ある。
44　ロイズは、ここで取り挙げていない。
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10 頁 1 行目（2 章 15 節）kai→ta45
17 頁 8 行目（3 章 36 節）alla→all h
18 頁 3 行目（4 章 6 節）th gh→th phgh
18 頁 11 行目（4 章 9 節）para mou→par emou
23 頁 14 行目（4 章 42 節）autos→outos
31 頁 14 行目（5 章 36 節）tauta→auta
31 頁 19 行目（5 章 37 節）pote→pwpote
39 頁 21 行目（6 章 42 節）oti→ouc
39 頁 23 行目（6 章 42 節）mhteran→mhtera
42 頁 18 行目（6 章 63 節）rhma→rhmata
46 頁 15 行目（7 章 18 節）me→auton
49 頁 19 行目（7 章 37 節）
　　　　　ths megalhs eorths→th megalh ths eorths
50 頁 7 行目（7 章 40 節）
　　　　　polloi ek tou oclou oi→ek tou oclou oun
50 頁 19 行目（7 章 44 節）autw→auton
52 頁 10 行目（８章 14 節）ge→egw
59 頁 17 行目（8 章 56 節）abram→abraam
68 頁 1 行目（10 章 6 節）ti→tina hn a
74 頁 7 行から 8 行にかけて（11 章 2 節）
　　　　　　　kai adelfos hn lazaros asqenwn
　　　　　　→o adelfos lazaros hsqenei
74 頁 8 行目から 9 行まで（11 章 3 節）
apestilen (apesteilen) oun maria pros auton legousa
→apestilan oun ai adelfai pros auton legousai
75 頁 3 行目（11 章 7 節）autois→tois maqhtais
77 頁 6 行目（11 章 21 節）kn(kurion)→in(ihsoun)
87 頁 13 行目（12 章 15 節）pwlou→pwlon
88 頁 1 行目（12 章 16 節）h→hn
92 頁 11 行目（12 章 37 節）tauta→tosauta
45　ロイズは kaiがteに訂正されたとする（Scribal Habits,453）が、たぶん teの前に記さ
れていた接続詞 kaiが taに訂正されたものと思われる。
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100 頁 11 行目から 12 行目にかけて（13 章 24 節）
　　　　　　　　　　　　？ 46→puqasqai tis an eih
108 頁 6 行目（14 章 23 節）para→pros
122 頁 11 行目（17 章 11 節）mou→sou
122 頁 14 行目（17 章 12 節）mou→sou
145 頁 10 行目（20 章 14 節）ks→is
異なる読みが複合されて生じた間違いが訂正されている箇所が 4 つある。
　9 頁 13 行目（2 章 13 節）で、なぜか接続詞が kai と de の二つあるので、de
を削除して訂正している。接続詞 kai の方が圧倒的に多くの写本から支持されてい
る読みではあるが、シナイ写本では de の読みが採用されている。
　51 頁 5 行から 6 行にかけて（7 章 46 節）は、異なる読みが複合されて間違いが
生じたので、大幅な削除の訂正がなされていると思われる。前半にも訂正の手が入
っているので、事態は複雑化している。訂正される前の本文がシナイ写本の本来の
読みとほぼ一致していることからも、この箇所の本文を巡っては、異読が複雑に合
成されて、訂正がなされた経緯を想定しなければならない。
　55 頁 18 行から 56 頁 1 行目にかけては、写字生が動詞の前 oudeni と動詞の
後の oudeni を組み合わせたように思われる。異なる写本の異なる読みを組み合
わせたために生じた間違いであるか、または写字生の目が移ったために生じた間違
いかは判断しかねる。動詞の後の oudeni の方が削除されて訂正されている。
　117 頁 13 行目（16 章 19 節）では類義の動詞 hmellon と hqelon の両方が
見出される。パピルス 66 番の底本では、一方が本文に、他方は訂正として両方が
見出されたものと思われる。ところが、写字生は当初、両者の動詞を含めた読みが
本来の本文であると誤解して取り込むことにしたが、後で hmellon のみが本文
の読みであると判断して、hqelon の方を削除している。
　9 頁 13 行目（2 章 13 節）と 117 頁 13 行目（16 章 19 節）では、大多数の読み
とシナイ写本の読みとの複合が見出されている。前者では、シナイ写本の読みを退
けて大多数の読みに従っている一方で、後者では大多数の読みを退けてシナイ写本
の読みを採用している 47。そこで、パピルス 66 番の本文に訂正が施された際に、別
46　訂正前の読みは判読できない。
47　あくまでも現代の視点から言い表しているだけで、パピルス 66 番の本文に訂正が加えられる
際に、そのような判断で訂正がなされたとは断言できないことは言うまでもない。そもそも二
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の底本を参考したかどうか次項で検討したい。
複数の底本を利用した可能性
　指摘した通りに、パピルス 66 番の本文に多数の訂正が施されていることは、本
コデックスの特徴である。写字生がパピルス 66 番を作成する際に、ひとつの底本
が手許にあって、その底本の複製を作成しようとしたのであろうか。それとも、手
許にあった複数の底本を参考しながら、より良い本文を書写しようと努めたのであ
ろうか。パピルス 66 番の訂正に焦点を合わせて、以上のような問いに答える試み
を以下に企てることにする。
　パピルス 66 番の本来の読み、あるいは訂正後の読み、場合によっては両者共に
主要な本文の伝承に支持されている訂正箇所がある。先ず、西方型本文の代表であ
るベザ写本の本文との関係を見る 48。それからシナイ写本やアレクサンドリア写本
やヴァティカン写本に代表されるアレクサンドリア型の本文 49との関係を見ていく
ことにする。
1　ベザ写本の本文から離れる訂正
17 頁 10 行目（4 章 1 節）ois (=ihsous)→oks (=kurios)
19 頁 14 行目から 15 行目（4 章 15 節）diyhsw→diyw
33 頁 18 行目から 19 行目（6 章 5 節）oclos polus→polus oclos
34 頁 16 行目（6 章 10 節）oi 省略→oi 挿入
45 頁 15 行目（7 章 12 節）en→polus en
46 頁 2 行目（7 章 14 節）mesazoushs→mesoushs
48 頁 6 行目（7 章 28 節）ekrazen→ekraxen
49 頁 20 行目（7 章 37 節）ekrazen→ekraxen
49 頁 21 行目（7 章 37 節）pros me 省略→pros me 挿入
通りの読みが複合されたということ自体が恣意的な解釈であるかもしれない。
48　フィーもロイズも「西方写本」と一括りにしているが、「西方写本」という括りが適切である
か議論があるので、本稿ではベザ写本との関係で論じることにした。
49　「アレクサンドリア型」とは言っても、必ずしもアレクサンドリア写本の読みが「アレクサン
ドリア型」本文とは限らないので、誤解を招きやすい名称である。とはいえ、ウエストコット
とホルトなどの「中立型」という名称にも難があることは言うまでもない。
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50 頁 8 行目（7 章 40 節）autou twn logwn→twn logwn
51 頁 4 行目から 5 行目（7 章 46 節）
　　　　　　outwsanoselalhsen→elalhsen outws anos
59 頁 7 行目（8 章 53 節）oti→ostis
63 頁 5 行目（9 章 18 節）ews ou→ ews otou
65 頁 6 行目（9 章 30 節）autois 省略→autois 挿入
68 頁 13 行目（10 章 10 節）ecwsin→ecwsin k| perissoecwsin
70 頁 16 行目（10 章 22 節）de→tote
73 頁 2 行目（10 章 36 節）us (=uios) qu (=qeou)→us tou qu
84 頁 16 行目から 85 頁 1 行目（12 章 3 節）
　　　　　　　　　　murou pistikhs→murou nardou pistikhs
88 頁 11 行目（12 章 19 節）autous→eautous
91 頁 5 行目（12 章 31 節）kosmou→kosmou toutou
93 頁 8 行目（12 章 40 節）mh nohswsin→nohswsin
94 頁 4 行目（12 章 44 節）ekrazen→ekraxen
113 頁 14 行目（15 章 17 節）ina 省略→ina 挿入
123 頁 7 行目（17 章 14 節）
kaqws egw ek tou kosmou ouk eim 省略→kaqws egw ek 
tou kosmou ouk eimi 挿入
2　ベザ写本の本文に近づく訂正
25 頁 3 行目（4 章 51 節）o pais autou→o uios sou
79 頁 9 行目から 10 行目（11 章 33 節）
ebreimhsato tw pni kai etaraxen eauton
→etaracqh tw pni ws embrimwmenos
80 頁 12 行目（11 章 41 節）ofqlamous→ofqalmous autou
94 頁 13 行目（12 章 47 節）mh→mh 削除
上記の 1 と 2 とを比較するとわかるとおりに、パピルス 66 番の本文では、ベザ写
本の本文の方向に行くよりも、遠ざけられる方向に訂正がなされたことは一般的な
傾向として認められる。
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3　アレクサンドリア型（「中立型」）の本文から離れる訂正
5 頁 18 行目（1 章 42 節）hgagen→outos hgagen
9 頁 11 行目（2 章 12 節 a）oi adelfoi→oi adelfoi autou
9 頁 12 行目（2 章 12 節 b）emeinan→emeinain (=emeinen)
21 頁 1 行目から 2 行目（4 章 25 節）oida→oidamen
39 頁 15 行目（6 章 40 節 c）ech→ecei
52 頁 1 行目から 2 行目（7 章 52 節 a）
ek ths galilaias o profhths
→o profhths ek ths galilaias
53 頁 16 行目（8 章 21 節）autois→autois o is (=ihsous)
54 頁 13 行目（8 章 25 節 a）is (=ihsous)→ois (=ihsous)
55 頁 1 行目（8 章 28 節 a）autois 省略→autois 挿入
66 頁 4 行目（9 章 36 節）efh→efh 削除
83 頁 11 行目（11 章 54 節 c）eminen (=emeinen)→dietriben
87 頁 16 行目（12 章 16 節 a）is (=ihsous)→ois (=ihsous)
90 頁 6 行目（12 章 26 節 c）ean tis→ean de tis
94 頁 10 行目（12 章 46 節）o pisteuwn→pas o pisteuwn
99 頁 10 行目（13 章 18 節）eme→ep eme
90 頁 15 行目（13 章 20 節 a）an→ean
100 頁 2 行目（13 章 21 節 a）is (=ihsous)→ois (=ihsous)
100 頁 10 行目（13 章 23 節 b）is (=ihsous)→ois (=ihsous)
100 頁 12 行目（13 章 25 節）
anapesw (=anapeswn)→epipes w (=epipeswn)
105 頁 12 行目から 13 行目（14 章 11 節）erga au|tou→erga au|ta
106 頁 14 行目（14 章 17 節 b）geinwskei→geinwskei auto
107 頁 16 行目（14 章 22 節）ti→k, (=kai) ti
134 頁 9 行目（19 章 4 節）
　　　　　　　　　　[kaiex]hlqen/[ex]hlqen→[ex]hlqen oun
146 頁 7 行目（20 章 18 節）ag[ge]llousa→apag[ge]llousa
4　アレクサンドリア型の本文に近づく訂正
6 頁 14 行目（1 章 46 節）filippos→o filippos
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10 頁 3 行目（2 章 15 節 b）to kerma→ta kermata
25 頁 7 行目（4 章 52 節）eipon→eipon oun
41 頁 14 行目から 16 行目（6 章 55 節）alhqws2 回→alhqhs2 回
50 頁 6 行目（7 章 39 節）pna (=pneuma) agion→pna (=pneuma)
50 頁 11 行目（7 章 41 節2 番目の訂正）
　　　　　　　　　　　　　　　　alloi elegon→oi de elegon
51 頁 5 行目から 6 行目（7 章 46 節 b）
ws outos lalei o anqrwpos→削除
70 頁 16 行目（10 章 22 節）de→tote
71 頁 11 行目から 12 行目（10 章 26 節）
kaqws eipon umein oti→削除
71 頁 15 行目から 16 行目（10 章 28 節）
zw h aiwnion didwmi autois→didwmi autois zw h aiwnion
78 頁 8 行目（11 章 29 節）ekeinh→ekeinh de
79 頁 2 行目（11 章 32 節）maria→mariam
104 頁 5 行目（14 章 4 節）kai thn odon oidatai→thn odon
5　初期の写本の証言が分かれていて、訂正後の読みが「西方」「中立」というよう
　 な範疇に入らない場合がある
2 頁 18 行目（1 章 19 節 b）leueitas→leueitas [pros auton]
3 頁 1 行目（1 章 22 節）tis ei→su tis ei
3 頁 15 行目（1 章 27 節）ouk eimi→ouk eimi egw
4 頁 19 行目から 20 行目（1 章 36 節）
　　　　　　　qu o ai[r]wn thn amartian tou kosmou→qu
17 頁 3 行目（3 章 34 節）merous →metrou
24 頁 14 行目（4 章 48 節 a）eipen→eipen oun
30 頁 10 行目（5 章 29 節）kai oi →oi
33 頁 12 行目（6 章 2 節）ewrwn→eqewroun
34 頁 16 行目（6 章 10 節）oi 省略→oi 挿入
40 頁 6 行目（6 章 44 節）en th→th
44 頁 14 行目（7 章 4 節）auto→autos
59 頁 9 行目（8 章 54 節）doxazw/doxaxw→doxasw
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61 頁 14 行目（9 章 10 節）pws→pws ou 
62 頁 8 行目（9 章 15 節 a）oi→k, oi
62 頁 10 行目（9 章 15 節 b）moi→mou
63 頁 1 行目（9 章 17 節）peri seautou→peri autou
74 頁 4 行目（11 章 1 節）autou→auths
79 頁 13 行目（11 章 35 節）is (=ihsous) →ois (=ihsous)
81 頁 11 行目（11 章 45 節 b）
　　　　　　　　　　a epoihsen/o epoihsen→osa epoihsen
82 頁 14 行目（11 章 51 節）all→alla
86 頁 9 行目（12 章 9 節 b）laon→lazaron
87 頁 16 行目（12 章 16 節 b）tote 省略→tote 挿入
88 頁 7 行目（12 章 18 節）kai 省略→k,(=kai) 挿入
94 頁 3 行目（12 章 43 節）hper→uper
99 頁 3 行目（13 章 16 節）meizwn 省略→mizon 挿入
103 頁 14 行目（14 章 2 節 b）oti 省略→oti 挿入
106 頁 14 行目と 15 行目（14 章 17 節 a）auton2 回→auto2 回
106 頁 16 行目（14 章 17 節 c）esti(=estin)→estai
132 頁 1 行目（18 章 34 節）su 省略→su 挿入
134 頁 17 行目（19 章 6 節）
[sro]n(=staurwson)
→ [sro]n sron(=staurwson staurwson)
136 頁 3 行目（19 章 12 節）an→ean
136 頁 14 行目（19 章 15 節 a）[oi de el]egon→[oi de ek]raugasan
141 頁？行目（19 章 38 節）apo→o apo
144 頁 16 行目（20 章 11 節）maria→mariam
6　訂正前の読みが余り支持されていない場合も少なくない 50
50　ロイズは、以下の箇所を挙げている。1章 49節、2章 2節、3章 19節、4章 9節 c、4章 12節、
4章 37節、4章 42節、5章 22節、5章 37節、6章 1節、6章 9節 b、7章 9節 b、7章 44節 a、
7章 44節 b、8章 48節、9章 39節 a、10章 7節、10章 38節 a、10章 41 節、11章 6節、
12章 2節 a、12章 15節、12章 26節 b、13章 15節、14章 10節 a、14章 23節 a、15章 7
節、17章 19節、18章 1節、18章 40節 a、18章 40節 b、19章 11節、19 章 15節 b
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図 1　パピルス 66番 1頁
　多くの場合には書き損じを訂正したものと思われる。あるいは、元来の底本から
写字する際に、書き写しミスを犯してしまったものと思われる。断言できないが、
第二の底本を参考にして訂正したというよりも、改めて底本と照合して訂正した可
能性の方が高いように思われる。複数の底本や底本の変更を想定しないで、十分に
説明がつく訂正である。
結論
　以上、訂正箇所を中心にしてパピルス 66 番を見てきた。沢山の訂正を経たにも
拘わらず、まだ多くの書き損じや綴り字の間違いが残っていることも事実ではある
が、多くの訂正が本コデックスの本文に加えられていることは、写字生が細心の注
意を払って、何度か見直して、少しでも正確な本文を残すように努力したことを伺
うことができる。また、複数の底本を活用して、写本を作成した可能性も探ること
ができたと思う。
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